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号機 ７号機 

件名 定期検査中における非常用ディーゼル発電機の弁の不具合について 

不適合の 

概要 

 

（事象の発生状況） 

定期検査中の７号機において、非常用ディーゼル発電機＊１（Ｂ）の潤滑油調圧弁＊２の

分解点検の一環として、当該弁の弁箱内側について浸透探傷試験を実施したところ、平

成 23 年 11 月４日に複数の微細な孔のような指示模様を確認しました。 

 

（安全性、外部への影響） 

今回の不具合については、非常用ディーゼル発電機の機能に影響を与えるものではな

く、当該の非常用ディーゼル発電機は直近に実施した定例の運転確認試験においても機

能が正常であることを確認しております。また、今回の点検の実施にあたっては、他の

２台の非常用ディーゼル発電機について機能に問題がないことを確認しており、プラン

トの安全上の問題はありません。 

 
本事象による外部への放射能の影響はありません。 

 
 

＊１ 非常用ディーゼル発電機 

所内電源喪失時に所内へ電源を供給するためのディーゼルエンジン駆動の非常用発電機。 

ディーゼル発電機は３台設置されている。 

 

＊２ 潤滑油調圧弁 

    ディーゼル機関各部へ送る潤滑油の供給圧力を一定に保つための圧力調節弁。 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

 
＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

 
＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

今後、当該弁について詳細な状況確認や原因調査を行うとともに、当該弁の補修作業

を実施いたします。 
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※微細な孔のような指示模様:３箇所
　 うち２箇所が貫通
   孔の直径は約0.01mm以下

非常用ディーゼル発電機　潤滑油系　概略図


